
　

コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年

代
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
は
、
他
の

多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
比
べ

高
く
、
二
〇
〇
三
〜
〇
八
年
に
平
均
一

一
・
六
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇

〇
九
〜
一
一
年
に
は
平
均
六
・
一
％
に

低
下
し
た
。
他
方
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
為

替
レ
ー
ト
制
度
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

に
為
替
レ
ー
ト
が
小
刻
み
に
変
更
さ
れ

る
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
か

ら
、
中
央
レ
ー
ト
を
持
た
ず
、
基
本
的

に
は
バ
ン
ド
幅
が
拡
大
さ
れ
る
種
類
の

ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ン
ド
制
度
に
変
化

し
た
。
同
制
度
で
は
、
二
〇
一
一
年
ま

で
に
は
、
基
本
的
に
は
、
上
限
値
は
小

刻
み
に
減
価
し
下
限
値
が
一
定
に
保
た

れ
た
結
果
バ
ン
ド
幅
は
拡
大
し
た
（
両

為
替
レ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は

参
考
文
献
①
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
本

稿
は
、
二
〇
〇
二
〜
一
一
年
に
お
け
る

金
融
政
策
と
為
替
レ
ー
ト
制
度
の
機
能

を
分
析
し
、
金
融
政
策
に
関
連
す
る
一

般
政
府
の
財
政
支
出
に
つ
い
て
、
総
支

出
に
占
め
る
高
い
社
会
支
出
の
割
合
を

指
摘
す
る
。

　

本
稿
の
分
析
対
象
期
間
に
お
け
る
二

〇
〇
二
〜
〇
六
年
一
〇
月
一
六
日
の
為

替
レ
ー
ト
制
度
は
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・

ペ
ッ
グ
制
度
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
リ
ン

グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
下
で
、
コ
ス
タ
リ
カ

中
央
銀
行
は
、
対
米
ド
ル
名
目
為
替

レ
ー
ト
を
自
国
と
最
大
の
貿
易
相
手
国

で
あ
る
米
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率

の
差
に
応
じ
小
刻
み
に
減
価
さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
対
米
ド
ル

実
質
為
替
レ
ー
ト
と
実
質
実
効
為
替

レ
ー
ト
は
安
定
的
に
推
移
し
た
。
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
下
で
は
、

実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
化
を
通

じ
、
対
外
競
争
力
は
潜
在
的
に
安
定
化

さ
れ
た
。

　

金
融
政
策
の
目
的
は
一
般
物
価
と
短

期
的
な
生
産
水
準
の
安
定
化
で
あ
る
。

他
方
、
資
本
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
環

境
で
は
、
金
融
政
策
と
為
替
レ
ー
ト
制

度
の
選
択
は
独
立
で
は
な
い
。
特
定
の

為
替
レ
ー
ト
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

通
貨
当
局
は
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る

不
均
衡
に
応
じ
、
外
国
為
替
市
場
に
介

入
し
外
貨
を
売
買
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
貨
当
局
の
外
貨
準
備
の
変
化
は

現
金
通
貨
と
銀
行
の
中
央
銀
行
預
け
金

の
和
で
あ
る
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
の

変
化
を
も
た
ら
す
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・

ベ
ー
ス
は
中
央
銀
行
が
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
率
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

の
重
要
な
政
策
手
段
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
特
定
の
為
替
レ
ー
ト
が
達
成
さ
れ

る
必
要
の
あ
る
為
替
レ
ー
ト
制
度
の
採

用
は
、
金
融
政
策
に
制
約
を
課
す
。
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
と
ク
ロ
ー

リ
ン
グ
・
バ
ン
ド
制
度
は
と
も
に
、
金

融
政
策
に
制
約
を
課
す
為
替
レ
ー
ト
制

度
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
と
二

〇
〇
六
年
一
〇
月
一
七
日
以
降
の
為
替

レ
ー
ト
制
度
で
あ
る
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・

バ
ン
ド
制
度
の
下
で
、
二
〇
〇
六
〜
〇

七
年
の
大
量
の
資
本
流
入
に
よ
り
、
コ

ス
タ
リ
カ
中
央
銀
行
は
、
両
為
替
レ
ー

ト
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
外
国
為
替

市
場
に
お
い
て
外
貨
買
い
介
入
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
外
貨
準
備

の
増
加
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
の

増
加
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
の
上
昇

を
も
た
ら
す
た
め
、
中
央
銀
行
は
、
主

に
Ｂ
Ｅ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
中
央
銀
行
債
の

売
却
に
よ
り
、
外
貨
準
備
増
加
の
も
た

ら
す
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
増
加
を
打

消
す
不
胎
化
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
中

央
銀
行
債
の
利
払
い
は
、
中
央
銀
行
の

損
失
の
要
因
と
な
っ
た
⑴

。

　

二
〇
〇
三
〜
〇
八
年
に
は
、
平
均
二

六
・
三
％
で
あ
っ
た
マ
ネ
タ
リ
ー
・

ベ
ー
ス
の
伸
び
率
は
、
二
〇
〇
九
〜
一

一
年
に
は
、
平
均
九
・
三
％
に
低
下
し

た
。
こ
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
の
伸

び
率
の
低
下
が
、
二
〇
〇
三
〜
〇
八
年

に
平
均
一
一
・
六
％
で
あ
っ
た
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
率
の
二
〇
〇
九
〜
一
一
年

に
お
け
る
平
均
六
・
一
％
へ
の
低
下
に

つ
な
が
っ
た
。

　

金
融
市
場
に
お
い
て
は
、
預
金
と
信

用
の
外
国
通
貨
建
化
（
金
融
的
ド
ル

化
）
が
広
範
に
進
展
し
て
い
た
。
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ン
ド
制
度
下
で
は
為

替
レ
ー
ト
の
変
動
許
容
幅
が
拡
大
し

三
尾
寿
幸

コ
ス
タ
リ
カ
の
金
融
政
策
と

為
替
レ
ー
ト
制
度
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た
。
外
貨
建
で
借
入
を
行
う
企
業
の
自

国
通
貨
建
の
正
味
資
産
は
為
替
レ
ー
ト

に
よ
り
変
動
す
る
（
参
考
文
献
④
）。

投
資
家
が
借
入
企
業
の
収
益
を
完
全
に

は
把
握
で
き
ず
、
把
握
に
は
費
用
が
か

か
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
借
入
企
業
の
正

味
資
産
の
減
少
は
、
外
部
資
金
の
借
入

利
子
率
の
上
昇
を
通
じ
投
資
量
を
減
少

さ
せ
う
る
（
参
考
文
献
③
）。
金
融
的

ド
ル
化
が
進
展
し
た
経
済
に
お
い
て

は
、
為
替
レ
ー
ト
減
価
は
、
外
貨
建
の

借
入
を
行
う
企
業
の
自
国
通
貨
建
の
正

味
資
産
の
減
少
を
通
じ
投
資
を
減
少
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
金
融
政
策
運
営

に
お
い
て
は
こ
の
点
に
注
意
が
払
わ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

　

利
払
い
を
と
も
な
う
政
府
債
務
は
、

中
央
銀
行
の
資
産
と
し
て
保
有
さ
れ
れ

ば
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
を
増
加
さ

せ
る
た
め
、
金
融
政
策
は
財
政
収
支
と

関
連
す
る
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
一
般
政
府

の
教
育
、
社
会
保
護
、
保
健
か
ら
な
る

社
会
支
出
の
総
支
出
に
占
め
る
割
合
を

Ｉ
Ｍ
Ｆ
のG

o
vern

m
en

t F
in

an
ce 

S
tatistics　

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
（
二
〇

一
二
年
九
月
）
に
よ
り
検
討
し
た
。
一

般
政
府
の
機
能
別
支
出
統
計
は
利
用
可

能
で
な
い
た
め
、
利
用
可
能
な
、
中
央

政
府
（
予
算
ベ
ー
ス
）、
予
算
外
単
位

／
主
体
、
社
会
保
障
基
金
（
コ
ス
タ
リ

カ
社
会
保
険
公
庫
）
に
つ
い
て
の
各
社

会
支
出
の
和
を
各
政
府
部
門
に
よ
る
支

出
の
和
で
除
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
一

般
政
府
に
よ
る
教
育
、
社
会
保
護
、
保

健
支
出
の
総
支
出
に
占
め
る
割
合
の
推

定
値
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
五
・
五
％
、
二

一
・
二
％
、
二
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
合
計
の
総
支
出
に
占
め
る
割

合
の
推
定
値
は
六
七
・
〇
％
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
を
含
ま
な
い
、

国
際
比
較
可
能
な
参
考
文
献
⑤
の
表
Ｗ

六
を
参
考
に
す
る
と
、
三
七
カ
国
（
内

一
八
カ
国
は
先
進
国
）
中
第
八
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
一
般
政
府
の
支
出

は
、
社
会
支
出
が
総
支
出
に
占
め
る
割

合
の
高
い
構
造
を
持
っ
て
い
た
。

　

コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
市
場
で

は
金
融
的
ド
ル
化
が
広
範
に
進
展
し
て

お
り
、
一
般
政
府
の
財
政
支
出
は
社
会

支
出
の
割
合
の
高
い
構
造
を
持
つ
。
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ン
ド
制
度
は
、
上
限

値
と
下
限
値
で
特
定
の
為
替
レ
ー
ト
の

値
の
達
成
を
必
要
と
す
る
た
め
、
金
融

政
策
に
制
約
を
課
す
。
こ
れ
ら
の
環
境

と
金
融
政
策
に
課
さ
れ
た
制
約
の
下

で
、
ど
の
よ
う
に
一
般
物
価
と
短
期
的

生
産
水
準
の
安
定
化
を
図
る
か
が
、
コ

ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
政
策
の
課
題

で
あ
る
。

（
み
つ
お　

ひ
さ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

海
外
調
査
員
（
サ
ン
ホ
セ
））

《
注
》

⑴�

コ
ス
タ
リ
カ
中
央
銀
行
の
保
有
す
る

資
産
か
ら
得
ら
れ
る
利
子
収
入
を
中

央
銀
行
債
等
の
負
債
の
利
子
負
担
が

上
回
っ
た
こ
と
を
主
な
理
由
と
し

て
、
中
央
銀
行
は
損
失
を
計
上
し

た
。
不
胎
化
の
た
め
の
中
央
銀
行
債

発
行
の
増
加
は
、
損
失
を
拡
大
さ
せ

た
。
累
積
し
た
損
失
の
結
果
、
二
〇

一
一
年
末
に
中
央
銀
行
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ　

比
マ
イ
ナ
ス
七
・
一
％
（
参
考
文
献

②
）
の
債
務
超
過
に
あ
っ
た
。
中
央

銀
行
の
債
務
超
過
は
、
中
央
銀
行
の

通
貨
発
行
機
能
に
よ
り
、
金
融
機
関

の
債
務
超
過
と
は
、
性
質
を
異
に
す

る
。
と
は
い
え
、
金
融
政
策
運
営
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
か
つ
て
行
わ
れ

た
資
本
再
注
入
に
よ
り
、
債
務
超
過

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
中
央
銀
行
の
損
失
に

つ
い
て
詳
し
く
は
参
考
文
献
⑥
を
参

照
さ
れ
た
い
。

《
参
考
文
献
》

①�
三
尾
寿
幸
［
二
〇
一
二
］「
コ
ス
タ

リ
カ
の
為
替
レ
ー
ト
制
度
と
実
質
為

替
レ
ー
ト
」
山
岡
加
奈
子
編
『
コ
ス

タ
リ
カ
総
合
研
究
序
説
』
第
七
章　

調
査
研
究
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告
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ジ
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